第28973号    2010年2月7日                         　 教会年間聖句
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　わたしがあなた方を愛したように、あなたがたも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  互いに愛し合うこと、これがわたしの戒めです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                　　　ヨハネ１５：１２
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   神の憐れみの手　　　ローマ　１０：２０、２１
ハイチの大地震による死傷者、家屋、施設などの被害は甚大で、世界の国々から救援の手が差し伸べられていますが、交通手段の施設の破損なども重なり、なかなか困難を極めています。レークサイド教会の家族メンバーの医者も初めのクリティカルタイムのとき、治療に行き、教会も援助金を送りました。インドネシア、スリランカ、タイランド、中国、阪神地域、ミシシッピーその他を襲った地震、津波、台風、ハリケ－ン、異常降雨などによる災害が次々と押し寄せています。被害にあった方々にどのような慰めと励ましを与えることができるでしょうか。神がいるならなぜこのような悲劇をゆるすのか、と世の中の多くの人たちはこのような疑問をもちます。このことに答えることは難しいことです。また自然の災害だけでなく、人間がもたらす災害もあり、戦争、テロ活動、犯罪による悲劇も枚挙にいとまがありません。世界的ニュースになる大被害は、世界中の人々の注意を引きますが、世界的ニュースにはならなくても、深刻な悲劇は毎日、時々刻々起こっています。地球上の人々は１時間に６、０００人、１日に１４４，０００人ずつ死んでいっています。長寿を全うした人たち以外に、幼児、青年男女もおり、病死、事故死、殺人、自殺その他の原因があります。これらの悲劇は人間の理解を超えたものですが、聖書はそれに対する答えを示しています。罪によって損なわれた人間も自然界も、滅びのなわめから解放される全き贖いの日まで、産みの苦しみをしているのです（ローマ8:18-25）。
ローマ１０：２０，２１の御言葉は、神の憐れみによる救いの手が差し伸べられているグッド・ニュースを伝えています。
１．救いに関する神の主権

聖書には救いに関して、予定論者がいうように神の自由な選びによって救う（ローマ9:11-13、エペソ1:3-5、11）ということを強調する教派があり、聖霊の働きと共に人間の信仰によることを強調する教派がありますが、人間の思考からすれば電車の二本の平行したレールに思えるでしょう。しかし神の救済計画は、やはり同じ目的地の救いの方角を向いています。このことは、救いに関する同一の問題を神の側からの取り扱いと人間の側の応答をいっていることで、どちらが正しい解釈か論争するより、全て救いの計画と導きの主権は神にあることを心にとめて、与えられている聖書の御言葉をそのまま受け入れて福音を証しし、伝えていくことが大切です。
２．人間を捜し求める神
人間には心の奥底に真理を追究する思いや永遠を思う思いがあって（伝道者の書2:11）、それらを捜し求めていました。人間はもともと霊的に神にかたどって造られたからです（創世記1:26、27; 2:7）。しかし、基本的には神から逃げ隠れしようという逃避（創世記3:8-10）の思いが大きな比重を占めています。それは罪と神が同居できないからです。人間は何か大変なことが起きたときには何かにすがりたい衝動に駆られますが、本質的には自由にしたい放題の思いがあり、自己中心にできています。それはアダムが選んだ道ですが、罪ある性質も神の光に照らされて神に取り扱っていただくときに、新しく造り変えられます。そして、全ての人が神の光の中を歩むなら、神を畏れて御心をなすことを喜びとし、テレビや新聞を賑わせている不正はなくなります。ローマ書の背景は、神の選民でありながら神の道からそれていったイスラエルの民に神が呼びかけているだけでなく、神を求めなかった異邦人にも御自身を啓示なさって、救いの道を設けられたことを告げています。
３．人間側の応答
人間は見たくないものには無関心を装い、聞きたくないことには耳をふさごうとします。旧約時代の神の預言者たちが神の言葉を語り、イスラエルの民に正しい道を示そうとしたけれど、彼らには煙たい存在で、神の預言者たちを迫害しました。反対に偽預言者たちは、彼らに耳障りでないことを話したので受けが良かったのです。しかし、間違った方角へ行きました。
それでも神の言葉は伝えられました。「その声は全地に響き渡り、そのことばは地の果てにまで届いた。」（ローマ10:18）の御言葉は、イスラエルの民だけではなく、全世界の人々にキリストの福音が平等に与えられているということです。全ての人は神の救いの計画の枠の中にあり、全ての人が救われる可能性がありますが、自由意志が与えられている人間がどのように応答するかにかかっています（ローマ10:8-13）。
イエス・キリストの十字架上による死と復活の中に、神の救いの計画が組み込まれており、完成しました。今はこの地上で起こっている理解しがたい出来事も、それぞれの意味と理由があっても、刺しゅうの裏側を見ているように矛盾だらけの模様に見えるでしょう。しかし、救いの計画をなさった神の側から見れば全てが明らかです。神の憐れみによる救いの手は、今も差し伸べられています。
「神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、世を愛された。それは御子を信じる者が、ひとりとして滅びることなく、　

  永遠のいのちを持つためである。」  ヨハネ3:16　　　　　　　　　　　　　　　　　                                 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＜鈴木光夫＞
